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還暦 に憶 う

原 田 啓 一 （ 生 島 ）

Ｓ ４・ ５・１７生

私 も 今 年で60 川 目 の 正 月 を 迎

え ま し た。 時 た ま 訪 れ る 外 孫 か

ら 、「 フ レ ッ 、 お じ い ち ゃん 薄

くなったネ。アッ、白髪もある／」と言われる昨今でし

た が 、新 年 に あ たり 改 め で 還 暦 ″ の 二字 の 意 義 を 身 に

し みて 感 じ て い ま す。

高齢 化 社会の 進む な かで 、 昭 和61 年よ り 、広 域 シ ルバ ー

人 材 セ ン タ ーで 高 年 齢 者 の 臨 時 的 、 短期 的 な 就 業 機 会 の

確 保 、提 供 の 場 の お 世 話 を し て い ま す。 会 員 は 概 ね60 歳

と は 訪え 、 ま だ ま だ バ リ バ リ。 お 年寄 り の 年 期 と 根 気 が

活 力 の あ る 町 づ く り の 一 助 に な れば と 、 会 員 と 共 に 心 も

古 谷 吉 郎 （ 宗 頭 ）

M38 ・ 4 ・25 生

新年のお慶びを申し上げます。

巳 の 年 生 れ の 私 は 今 年 で ７ 川 目

の干支を迎えました。若い時か

ら比 較 的 健康 に 恵 ま れ 今日 まで 生 き 抜 い て 来 た こ と を 誇

り とし て 喜 んで い ま す。 然 し最 近 に な- J で 身 心 共 に 老化

現 象が 抑 し寄 せ自 分 が 若い 時 か ら好 き だ っ た 読 書 や 旅 行

が出来なくなったが、それには悲観せず残り少ない余命

を 人 即 こ応 びと 感謝 の 気持 を持 って 生 き 続 け た い と 思 っ

て い ま す。 年 頭 に｀Iり 錙果題 は 、 より 健 康 に 留 意 努 力 す る

こ と と 、 数 年 前 より 難 病 に 笘し んで い る 荊 妻 の]目 ｿ い゙ 看

護 に 県 含 収 り 組 み た い と 思 っ て い ま す 。

新年
に

思う・・

山 本 烈 子 （ 久 原 ）

Ｓ１６・ ２ ・ ２生

縁あって三隅町に嫁して20数

年 、 人々 の 温か い 眼 差し や 励 ま

凵 こさ さ え ら れ、 人 生 の 折 り 返

し点 て あ る ４ 度 凵 の「 攴を 迎 え まし た。

新 聞 や テ レ ビで 、 海 外 旅行 や 温 以 旅行 等の 楽 し そ う な

話 題 が に ぎ や かに 報 じ ら れ る。 旅 はｲ く思 議 な も の だ 。 旅

を 思 う と 特 別 の感 慨 が 湧 い て く る。 ま だ 見ぬ も の へ の 郷

愁 と あ こ が れ 、 人 々 と の 出 合 い と 心 の ふ れあ い … … … 。

こ れを 機に 、 史に 人間 と して の 幅 を 広げ て い く た めに 、

実 （ 巳 ） の あ る努 力 を 屯 ね21 世 紀 に向 か っ て 、 新 し い 旅

立を し た い と 思 い ま す。

生 かさ れてい る私

池 信 雪 江 （ 野 波 瀬）

Ｔ ６・ １・２６生

年 も改 ま り 、 巳年 を ６ 回 も 迎

え ま し た 。

花 好 き な 私の 花 鉢 か ら 一 本 の

茎が す ー つと 伸び て 、 ネリ ネか11J憐 に 咲 き ま し た。 毎 日

眺め て も 兒あ き ない 美 し い 花 で す 。 囗に は 見え ない が 、

鉢 い っぱ い に広 が､j だ 眼 の き れ い に 咲 い て く れ との 願い

が 実 っ た も ので し ょ う 。

自 分 だ け で は 何 も 出来 ない と わか っ て い て も 、 頑 囚 に

思 いを 変 え ない 、 お はず か しい 日 暮 しを し て い ま す 。 こ

ん な 私を 夊え 、 生 か し て ド さ る 囗に は 見 え な い 大 き な 力

が 働 い て い て ドさ い ま す 。 此 の 光 に 包 ま れ 、 お 陰 様 と 生

き ぬ く 力 を い た だい た 幸 せを 味 わ う 昨 今 で す 。

体 も 健康 で 、 頑 張 り た い と 思 い ま す。

先ず健康

｢ 旅｣
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